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は
じ
め
に

　

平
安
仮
名
文
学
に
お
い
て
は
、「
絵
に
描
き
た
る
や
う
」、「
絵
に
描
か
ま
ほ

し
」
な
ど
の
よ
う
に
、
絵
に
見
立
て
る
こ
と
と
関
連
す
る
常
套
的
な
表
現
が
人

物
や
自
然
な
ど
へ
の
賛
美
と
し
て
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
当
時
の

人
々
が
ど
の
よ
う
な
美
を
追
求
し
た
り
、
ど
の
よ
う
な
物
事
を
「
絵
」
と
関
連

づ
け
さ
せ
た
り
し
て
い
た
か
を
示
す
貴
重
な
情
報
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

表
１

で
は
、
平
安
時
代
の
主
要
な
仮
名
作
品
（
和
歌
・
物
語
文
学
・
日
記
文

学
・
歴
史
物
語
な
ど
）
に
お
い
て
、「
絵
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
物
事
が
ど
の

よ
う
に
み
ら
れ
る
の
か
を
ま
と
め
て
い
る
）
1
（

。
な
お
、
韻
文
作
品
（
歌
集
等
）
を

先
に
掲
げ
た
が
、『
久
安
百
首
』
の
一
例
し
か
見
い
だ
さ
れ
な
か
っ
た
）
2
（

。
こ
の

表
１

に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
全
体
の
用
例
数
か
ら
言
う
と
、
行
事
・
人
事
な

ど
に
関
わ
る
人
物
（
五
十
八
例
）
の
あ
り
様
を
示
す
例
な
ど
が
、
庭
園
・
自
然

（
十
六
例
）
の
描
写
よ
り
遥
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、『
源
氏
物
語
』

『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
「
絵
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
庭
園

│
│ 

日
中
の
「
絵
」
に
関
わ
る
表
現
の
検
討
か
ら 

│
│

楊
　
　
　
卓
　
婧
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表１　平安の仮名文学における「絵」と関連づけられる物事

庭園 自然
庭園に

居る人々

行事・人事関係
総数

人物など
車・食器・

火焚屋
1 1 久安百集
1 1 2 蜻蛉日記

1 1 うつほ物語
5 2 7 枕草子

6 1 2 4 13 源氏物語
6 6 紫式部日記

1 23 1 25 栄花物語
1 3 3 7 浜松中納言物語

2 2 更級日記
1 4 5 夜の寝覚

1 3 4 狭衣物語
1 1 讃岐典侍日記
2 2 大鏡

1 1 2 今鏡
1 4 5 とりかへばや物語
10 6

6
58 3

83
16 61
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に
お
け
る
用
例
は
、
特
に
用
例
数
が
多
い
『
栄
花
物
語
』
な
ど
と
比
較
し
て
み

る
と
、
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
即
ち
、『
源
氏
物
語
』
で
は
庭
園
及
び

自
然
（
七
例
）
が
人
物
（
四
例
）
よ
り
多
い
の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、「
庭
園
」
を
「
絵
」
に
見
立
て
る
こ
と
は
、
平
安
仮
名
文
学
に

お
い
て
『
源
氏
物
語
』
か
ら
始
ま
り
、
ま
た
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
そ
の

用
例
数
は
（
数
と
し
て
多
い
と
は
言
い
が
た
い
も
の
の
）
他
の
作
品
よ
り
、
際

立
っ
て
い
る
。そ
の
原
因
は
何
だ
ろ
う
。漢
文
学
か
ら
強
く
影
響
を
受
け
た
『
源

氏
物
語
』
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
中
国
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
先
行
論
で
は
ほ
と
ん
ど
問
題
視
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
上
記
の
よ
う
な
視
座
か
ら
、
ま
ず
第
一
節
で
、
唐
代
ま
で
の
中
国
文
学

に
お
け
る
「
絵
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
表
現
の
あ
り
様
を
整
理
し
た
上
で
、『
源

氏
物
語
』
へ
の
影
響
の
有
無
を
検
討
す
る
。
第
二
節
で
は
、『
源
氏
物
語
』
に

お
け
る
「
絵
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
「
庭
園
」
の
あ
り
様
と
特
異
性
を
確
認
し

つ
つ
、
絵
画
関
連
の
資
料
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
絵
」
と
「
庭
園
」

の
関
係
性
を
捉
え
て
み
た
い
。

一
　
中
国
経
典
類
及
び
詩
賦
に
お
け
る

　
　「
絵
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
物
事

１
　
中
国
経
典
類
及
び
詩
賦
に
お
け
る
「
絵
」と
関
連
づ
け
ら
れ
る
表
現
の
変
遷

　

唐
代
ま
で
の
経
典
類
及
び
詩
賦
に
お
け
る
「
絵
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
表
現

と
し
て
は
、
表
２

に
示
し
た
通
り
）
3
（

、「
ま
る
で
絵
の
よ
う
だ
」「
ま
る
で
絵
の
中

表２　唐代までの中国文学における「絵」と関連づけられる物事

庭園 風景 その他
人

計 時代区分 総数
男 女

5 2 3 10 唐以前
34 「如画」

23 1 24 唐

1 1 唐以前
10 「似画」

? 1 7 1（竹） 1 9 唐

0 唐以前
17 「入画」

9 5（蓮・鴛鴦・鴛鴦・鷺・馬） 2 1 17 唐

0 唐以前
11 「堪画」

4 5（牡丹・荔枝・鷺・虹・船） 1 1 11 唐

6 2 3 11 唐以前
72 合計

43 11 4 3 61 唐



『源氏物語』において「絵」と関連づけられる庭園

（145）946

に
入
っ
た
よ
う
だ
」
と
い
っ
た
意
味
の
「
如
画
」「
似
画
」「
入
画
」
が
挙
げ
ら

れ
、
ま
た
「
絵
に
描
く
べ
し
」
と
い
っ
た
意
味
の
「
堪
画
」
も
見
ら
れ
る
。
ち

な
み
に
、
両
者
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
、
浅
見
﹇
二
〇
〇
八
﹈
は
、「
中
晩
唐

期
に
は
よ
り
能
動
的
主
体
的
な
視
点
か
ら
風
景
を
絵
画
に
関
連
付
け
る
傾
向
が

見
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
詩
に
多
用
さ
れ
る
「
堪
画
」
と
い
う
表
現
は
そ
の
よ

う
な
傾
向
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
如

画
」「
似
画
」「
入
画
」（「
絵
に
よ
う
だ
」）
と
い
う
受
動
的
な
鑑
賞
か
ら
、
能

動
的
な
「
堪
画
」（「
絵
に
描
く
べ
き
だ
」）
と
い
う
変
遷
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、

後
掲
の
本
文
⑧
⑨
⑪
に
お
い
て
、「
画
図
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

調
べ
た
限
り
で
は
、「
如
画
」（「
絵
に
よ
う
だ
」）
を
意
味
す
る
「
如
図
」
と
い

う
表
現
は
確
認
で
き
ず
、
代
わ
り
に
「
如
画
」
を
意
味
す
る
「
如
図
画
」
が
宋

代
以
降
の
宋
詞
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
意
味
が
類
似

し
て
い
る
「
如
画
」・「
似
画
」・「
入
画
」
な
ど
の
変
遷
の
あ
り
よ
う
を
時
代
順

に
見
て
み
よ
う
。

　

唐
の
時
代
に
至
る
ま
で
は
、
全
部
で
凡
そ
十
一
例
が
確
認
で
き
る
。
ち
な
み

に
、
初
出
例
は
以
下
の
男
性
の
顔
に
注
目
し
た
用
例
①
で
あ
る
。
用
例
数
が
少

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
喩
の
対
象
は
、
人
物
の
場
合
は
男
性
か
ら
女
性
ま

で
、
ま
た
風
景
に
つ
い
て
は
山
か
ら
樹
、
楼
閣
ま
で
、
多
様
だ
と
言
え
よ
う
。

男
性　

顔　
　

①
為p

人
明
須
髮
。
眉
目
如p

畫
。

 

（『
後
漢
書
』
巻
二
四
・
馬
援
列
傳
）

　
　
　
　
　
　

②
遙
光
美
風
姿
。
眉
目
如p

畫
。
髮
鬢
若w

點
漆z

 

（『
金
樓
子
』
巻
四
・
說p

蕃
）

女
性　

顔　
　

③
色
如w

桃
花z

口
如q

含
丹z

肌
膚
充
澤
。
眉
鬢
如p

畫
。

 

（『
神
仙
傳
』
巻
四
・
太
陽
女
）

　
　
　
　
　
　

④
其
姊
字
惠
芳
。
面
目
燦
如p

畫
。

 

（『
玉
台
新
詠
』・
巻
二
・
左
思
・
嬌
女
詩
）

景
色　

山　
　

⑤
水
至w

清
照z

衆
山
倒p

影
。
窺p

之
如p

畫
。

 

（『
水
經
註
』
巻
四
十
・
漸
江
水
）

　
　
　

林　
　

⑥
楓
林
曖
似p

畫
。
沙
岸
凈
如p

掃
。

 

（『
芸
文
類
聚
』
巻
二
十
八
・
王
僧
孺
・
至w

牛
渚q

憶w

魏
少
英q

詩
）

　
　
　

樓
閣　

⑦
連
閣
翻
如p

畫
。
圖
雲
更
似p

真
。

 

（『
芸
文
類
聚
』
巻
七
十
六
・
庾
肩
吾
・
和w

太
子
重
雲
殿
受
戒q

詩
）

ま
た
、
唐
に
お
い
て
は
、
用
例
数
が
多
少
増
加
し
て
お
り
、
比
喩
の
対
象
は
城
、

湖
、
川
、
山
の
苔
、
松
、
鴛
鴦
な
ど
に
広
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
風

景
の
山
水
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
傾
向
が
見
え
る
。
一
方
、
人
物
に
関
す
る

用
例
は
少
な
い
。
例
え
ば
、「
如
画
」
で
は
一
例
し
か
な
い
。
し
か
も
、
そ
の

一
例
（
⑫
）
は
、
本
文
①
〜
④
の
よ
う
な
容
貌
で
は
な
く
、「
大
徳
」
の
も
つ

雰
囲
気
を
あ
ら
わ
す
。

景
色　

城　
　

⑧
九
天
開
出w

一
成
都z

萬
戶
千
門
入w

畫
圖z

 

（『
全
唐
詩
』
巻
一
六
七
・
李
白
・
上
皇
西
巡
南
京
歌　

十
首
之
二
）

　
　
　

湖　
　

⑨
湖
上
春
來
似w

畫
圖z

亂
峰
圍
繞
水
平
鋪
。

 

（『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
三
・
二
三
三
一
・
春
題w

湖
上q

）

　
　
　

松　
　

⑩
澗
遠
松
如p

畫
。
洲
平
水
似p

鋪
。

（『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
六
・
二
六
五
一
・
和e
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微
之
春
日
投e

簡w

陽
明
洞
天q　

五
十
韻
）

　
　

鴛
鴦　
　

⑪
翡
翠
交w

妝
鏡z

鴛
鴦
入w

畫
圖z

 

（『
全
唐
詩
』
卷
六
八
五
・
吳
融
・
即
席
十
韻
）

僧　

大
徳　
　

⑫
當
時
可p

愛
人
如p

畫
。
今
日
相
逢
鬢
已
雕
。

 
（『
全
唐
詩
』
卷
六
九
八
・
韋
莊
・
東
林
寺
再
遇w

僧
益
大
德q

）

　

以
上
か
ら
見
れ
ば
、
唐
代
ま
で
の
経
典
類
及
び
詩
賦
に
お
け
る
「
如
画
」「
似

画
」
に
つ
い
て
は
、
唐
以
前
と
以
後
に
お
い
て
人
物
か
ら
風
景
へ
、
男
性
か
ら

女
性
へ
の
変
遷
が
見
え
て
き
た
。
板
倉
﹇
二
〇
〇
七
﹈
は
、「
中
国
絵
画
史
の

展
開
を
巨
視
的
に
見
れ
ば
、
八
世
紀
、
中
唐
ま
で
は
着
色
、
人
物
画
の
時
代
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
」、
そ
れ
以
降
、
山
水
画
が
主
要
な
ジ
ャ
ン
ル
に
な
っ
て

い
く
傾
向
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
国
絵
画
に
は
、
特
に
顕
著

な
傾
向
と
し
て
人
物
画
か
ら
山
水
画
へ
の
変
遷
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
か
、

唐
代
の
詩
人
た
ち
が
目
の
前
の
自
然
風
景
か
ら
山
水
画
を
連
想
す
る
傾
向
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
国
経
典
類
及
び
詩
賦
に
お
け
る
「
絵
」
に
関
連

づ
け
ら
れ
る
表
現
は
、
中
国
絵
画
の
変
遷
と
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

要
す
る
に
、
両
者
に
は
緊
密
な
関
係
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　

対
照
的
に
、平
安
時
代
の
仮
名
文
学
に
お
い
て
は
、表
１

の
よ
う
に
、行
事
・

人
事
関
係
の
人
物
に
関
す
る
用
例
が
一
方
的
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

庭
園
は
お
ろ
か
、
自
然
へ
の
注
目
度
も
低
い
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
日
中
の

相
違
点
は
興
味
深
い
が
、
そ
の
比
較
研
究
は
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

２
　「
庭
園
」
へ
の
比
喩
に
関
し
て

　

唐
代
ま
で
の
中
国
文
学
に
お
い
て
は
、
庭
園
を
絵
画
に
見
立
て
る
微
妙
な
例

が
わ
ず
か
一
例
な
が
ら
見
い
だ
さ
れ
る
。
次
の
⑬
で
あ
る
。

⑬
公
府
有w

高
政z

新
齋
池
上
開
。
再
吟w

佳
句q

後
。
一
似w

畫
圖
來z

結
構

疏
林
下
。
夤
緣
曲
岸
隈
。
綠
波
穿w

戶
牖z

碧
甃
疊w

瓊
瑰z

幽
異
當p

軒
滿
。

清
光
繞p

砌
迴
。
潭
心
澄w

晚
鏡z

渠
口
起w

晴
雷z

瑤
草
緣
堤
種
。
松
煙

上
島
栽
。
…
…

（ 『
全
唐
詩
』
巻
三
六
二
・
劉
禹
錫
・
白
侍
郎
大
尹
自w

河
南q

寄
示w

池
北
新
茸w

水
齋z

即p

事
招p

賓
。
二
十
四
韻
。
兼
命
同
作
）

　

劉
禹
錫
の
友
人
白
居
易
は
、
洛
陽
履
道
里
邸
の
庭
園
に
新
た
に
水
齋
を
葺
い

た
際
、「
府
西
池
北
、
新
葺w

水
齋z

即
事
。
招p

賓
偶
題w

十
六
韻q

」（『
白
氏

文
集
』
巻
五
十
八
・
二
八
七
九
）
を
詠
み
、
劉
禹
錫
に
寄
せ
た
。
劉
禹
錫
は
「
再

吟
佳
句
後
」、
つ
ま
り
そ
の
白
詩
を
読
ん
だ
後
で
、「
一
似w

畫
圖
來q

」、
即
ち

ま
る
で
庭
園
の
様
子
を
絵
画
に
描
い
て
み
せ
て
く
れ
た
か
の
よ
う
に
感
じ
取
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
劉
禹
錫
が
実
際
に
見
た
の
は
庭
園
の
絵

画
で
は
な
く
て
、
白
居
易
の
詩
か
ら
想
像
し
た
絵
画
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
要
す
る
に
、
庭
園
↓
詩
↓
絵
画
と
い
う
順
番
で
、
絵
に
例
え
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

白
居
易
は
中
国
で
は
「
造
園
の
祖
師
」「
造
園
祖
師
」
と
位
置
付
け
ら
れ
、

陜
西
渭
南
下
封
縣
東
紫
蘭
村
の
「
樂
天
南
園
」、
江
西
廬
山
の
「
廬
山
草
堂
」、

重
慶
忠
州
の
「
東
波
園
」、
洛
陽
履
道
坊
の
「
池
園
」
の
四
つ
の
庭
園
を
造
営

し
た
ば
か
り
で
な
く
、
造
園
の
心
得
を
廬
山
草
堂
関
係
の
「
草
堂
記
」、
洛
陽
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履
道
坊
関
係
の
「
池
上
篇
及
序
」
な
ど
の
作
品
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
間

﹇
二
〇
〇
一
﹈
は
、「
白
居
易
の
庭
園
文
学
は
兼
明
親
王
と
慶
滋
保
胤
の
二
つ
の

「
池
亭
記
」
や
鴨
長
明
の
「
方
丈
記
」、
そ
し
て
源
氏
物
語
に
影
響
を
与
え
て
い

る
」
と
し
、
さ
ら
に
「
光
源
氏
も
若
く
か
ら
庭
造
り
に
執
着
し
て
お
り
、
明
石

か
ら
の
帰
還
後
に
六
条
院
を
造
営
し
た
。
六
条
院
の
描
写
と
白
居
易
の
庭
園
文

学
の
関
わ
り
が
深
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
本
文
⑬
で
は
、
白
居

易
の
詩
に
描
写
さ
れ
て
い
た
庭
園
を
想
像
し
た
上
で
、
絵
に
例
え
ら
れ
て
い
る

の
に
対
し
て
、『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
は
、
目
の
前
の
庭
園
を
そ
の
ま
ま
絵

画
に
見
立
て
て
い
る
例
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
文
⑬
か
ら
の
影
響
が

あ
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

以
上
よ
り
、
唐
に
お
い
て
も
「
庭
園
」
を
「
絵
画
」
に
見
立
て
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
主
に
自
然
風
景
な
ど
の
景
色
を
絵
に
例
え
る
用
例
が
多
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
た
。
実
際
に
は
、
宋
に
な
っ
て
も
、
同
様
に
自
然
の
景
色
を
絵

に
例
え
る
表
現
が
続
け
ら
れ
て
い
る
）
4
（

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

以
上
、
中
国
に
お
け
る
「
絵
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
表
現
の
あ
り
様
を
整
理

し
つ
つ
、『
源
氏
物
語
』
へ
の
影
響
の
有
無
を
検
討
し
て
き
た
。「
庭
園
」
に
関

し
て
「
絵
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
表
現
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
文
学
か
ら
『
源

氏
物
語
』
へ
と
影
響
し
た
可
能
性
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、『
源
氏

物
語
』
に
お
け
る
「
絵
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
表
現
に
お
い
て
、
相
対
的
に
は

「
庭
園
」
へ
の
注
目
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
作
者
自
身
が
絵
画

に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。『
源

氏
物
語
』
に
お
い
て
、
確
か
に
「
絵
」
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
作
者
は
前
代
未
聞
の
「
絵
合
」
と
い
う
宮
廷
行
事
を
設
定
し
た
。
こ

の
「
絵
合
」
で
、
光
源
氏
は
権
中
納
言
と
の
争
い
に
勝
利
し
、
権
力
・
栄
華
の

頂
上
へ
と
近
づ
く
契
機
と
し
た
。
た
だ
し
、「
絵
」
と
「
庭
園
」
の
関
係
性
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
が
問
わ
れ
る
。

　

他
方
、
平
安
時
代
に
お
い
て
、
寝
殿
造
の
発
展
と
と
も
に
、
室
内
の
屏
風
な

ど
に
描
か
れ
る
絵
（
唐
絵
↓
や
ま
と
絵
）
も
、
室
外
の
庭
園
（
平
安
以
前
の
百

済
・
唐
の
影
響
を
受
け
た
庭
園
か
ら
寝
殿
造
の
庭
園
ま
で
）
も
そ
れ
ぞ
れ
進
化

し
て
い
た
。「
絵
」
と
「
庭
園
」
の
関
係
と
い
え
ば
、
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』、

『
年
中
行
事
絵
巻
』（
住
吉
本
）
な
ど
の
や
ま
と
絵
か
ら
は
、
当
時
の
庭
園
の
様

子
が
窺
え
る
が
、
い
ず
れ
も
平
安
後
期
の
作
例
で
あ
る
。
一
方
、
平
安
前
期
・

中
期
の
「
絵
」
と
「
庭
園
」
の
関
係
に
関
し
て
は
、
両
者
と
も
現
存
す
る
作
例

が
き
わ
め
て
少
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
文
学
や
文
献
資
料
を
使
っ
て
探
究

す
る
こ
と
は
果
た
し
て
可
能
だ
ろ
う
か
。

　

次
節
で
は
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
絵
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
「
庭
園
」

の
有
り
様
と
特
異
性
を
確
認
し
つ
つ
、
絵
画
関
連
の
資
料
と
照
ら
し
合
わ
せ
る

こ
と
で
、「
絵
」
と
「
庭
園
」
の
関
係
性
を
捉
え
て
み
た
い
。

二
　『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
「
絵
」
に

　
　
関
連
づ
け
ら
れ
る
庭
園

　
『
源
氏
物
語
』
の
中
で
庭
園
に
言
及
す
る
箇
所
は
七
十
以
上
に
及
ぶ
が
、
絵
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に
見
立
て
ら
れ
る
庭
園
は
全
部
で
五
箇
所
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
光
源
氏
に
ゆ
か

り
の
あ
る
場
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
二
条
院
（「
夕
顔
」「
若
紫
」）、
須
磨
の
住
居

（「
須
磨
」）、
六
条
院
（「
胡
蝶
」）
の
正
編
四
例
、
ま
た
「
総
角
」
に
見
ら
れ
る

続
編
一
例
（
二
条
院
か
六
条
院
か
は
不
審
）
で
あ
る
。
一
方
、
同
じ
庭
園
で
あ
っ

て
も
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
「
絵
」
に
例
え
ら
れ
て
い
る
か
。
そ
れ
ら
の
例
を

検
討
し
て
み
る
と
、
登
場
人
物
に
よ
る
庭
園
の
捉
え
方
が
重
要
で
あ
る
。
特
に

正
編
で
は
、「
絵
」
に
見
立
て
ら
れ
る
庭
園
そ
れ
自
体
が
あ
る
登
場
人
物
の
視

線
に
よ
っ
て
初
め
て
捉
え
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、「
絵
」

に
例
え
ら
れ
て
い
る
庭
園
の
主
要
な
要
素
に
注
目
し
な
が
ら
分
析
を
行
う
。
最

後
に
、
異
な
る
表
現
に
関
す
る
例
に
つ
い
て
、「
絵
」
に
見
立
て
る
の
で
は
な
く
、

「
絵
」
と
関
連
付
け
ら
れ
る
一
例
と
し
て
視
野
に
入
れ
て
考
察
す
る
。

１
　
あ
る
人
物
の
視
線
に
よ
り
初
め
て
捉
え
ら
れ
た
庭
園
（
正
編
、
四
例
）

⑴
　
二
条
院
に
お
け
る
秋
の
前
栽
、
紅
葉

⑭
夕
暮
の
静
か
な
る
に
、
空
の
け
し
き
い
と
あ
は
れ
に
、
御
前
の
前
栽
枯
れ

枯
れ
に
、
虫
の
音
も
鳴
き
か
れ
て
、
紅
葉
の
や
う
や
う
色
づ
く
ほ
ど
、
絵

に
描
き
た
る
や
う
に
お
も
し
ろ
き
を
見
わ
た
し
て
、
心
よ
り
外
に
を
か
し

き
ま
じ
ら
ひ
か
な
と
、
か
の
夕
顔
の
宿
を
思
ひ
出
づ
る
も
恥
づ
か
し
。

 

（「
夕
顔
」
①
一
八
七
頁
）

　

本
文
⑭
は
夕
顔
が
亡
く
な
っ
た
後
、
二
条
院
に
移
っ
て
き
て
い
た
右
近
が
初

め
て
と
ら
え
た
二
条
院
の
景
色
で
あ
る
。
秋
の
代
表
的
な
景
物
と
い
う
べ
き

「
夕
暮
」、「
紅
葉
」、「
虫
の
音
」
な
ど
を
一
枚
の
絵
に
収
め
た
か
の
よ
う
に
感

じ
と
っ
て
い
る
。

⑮
東
の
対
に
渡
り
た
ま
へ
る
に
、
た
ち
出
で
て
、
庭
の
木
立
、
池
の
方
な
ど

の
ぞ
き
た
ま
へ
ば
、
霜
枯
れ
の
前
栽
絵
に
か
け
る
や
う
に
お
も
し
ろ
く
て
、

見
も
知
ら
ぬ
四
位
五
位
こ
き
ま
ぜ
に
、
隙
な
う
出
で
入
り
つ
つ
、
げ
に
を

か
し
き
所
か
な
と
思
す
。 

（「
若
紫
」
①
二
五
八
頁
）

　

⑮
は
、
秋
、
二
条
院
に
移
っ
た
紫
の
君
が
と
ら
え
た
二
条
院
で
あ
る
。
源
氏

の
い
な
い
間
、
初
め
て
邸
の
あ
ち
こ
ち
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
庭
も
池
も
前
栽

も
絵
に
描
い
た
よ
う
に
風
情
が
あ
る
と
受
け
と
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
見
た
こ

と
も
な
い
黒
い
袍
の
四
位
、
緋
色
の
袍
の
五
位
の
官
人
た
ち
が
混
じ
っ
て
出
入

り
し
て
い
る
様
も
見
え
て
、
素
敵
な
邸
だ
と
感
心
し
て
い
る
。
こ
こ
で
紫
の
君

が
感
動
し
て
い
た
対
象
は
、
実
際
に
本
文
⑭
に
お
い
て
右
近
が
初
め
て
二
条
院

の
景
色
を
見
た
時
の
感
動
と
近
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
ま
ず
、
絵
画
資
料
に
お
け
る
紅
葉
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
よ
う
。
や

ま
と
絵
に
お
け
る
紅
葉
は
家
永
﹇
一
九
九
八
﹈
が
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い

る
。

山
又
は
野
を
男
又
は
女
、
又
男
女
が
乗
馬
、
車
、
又
は
徒
歩
に
て
過
ぐ
る

情
景
を
描
い
た
も
の
が
あ
る
。
秋
花
見
等
と
同
じ
型
式
の
紅
葉
見
の
構
図

で
あ
る
。
…
…
以
上
が
主
と
し
て
山
野
に
お
け
る
紅
葉
の
図
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
…
…
又
水
辺
の
紅
葉
を
主
題
と
し
た
も
の
も
頻
る
多
い
。
…
…

最
後
に
稍
異
色
あ
る
図
様
を
一
括
し
て
考
え
て
み
る
に
、
第
一
に
月
下
の

紅
葉
で
あ
る
。
…
…
第
二
に
…
…
時
雨
下
の
紅
葉
を
描
い
た
も
の
、
…
…

第
三
は
…
…
雪
下
の
紅
葉
…
…
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傍
線
部
の
よ
う
に
山
野
、
水
辺
、
月
下
、
時
雨
と
の
組
み
合
わ
せ
が
よ
く
見
ら

れ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
日
本
文
学
Web
図
書
館
の
「
和
歌
・
連
歌
・
俳
諧
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」
を
利
用
し
、
関
連
表
現
を
検
索
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
絵
に
描
か
れ

た
庭
に
あ
る
前
栽
、
紅
葉
を
示
す
例
は
長
能
の
一
首
し
か
な
い
。

⑯　
　

 

同
じ
院
（
筆
者
注
：
花
山
院
）
の
、
御
手
づ
か
ら
紙
絵
を
描
き
給
て
、

　
　
　

 

人
々
に
歌
つ
け
さ
せ
給
し
に
、
秋
の
前
栽
咲
き
乱
れ
た
、
紅
葉
お
も

し
ろ
き
所

佐
保
姫
の
玉
落
ち
に
け
り
唐
錦
織
れ
る
梢
の
上
の
白
露

 

（『
長
能
集
』
八
〇
）

　

⑯
の
詞
書
は
、
本
文
⑭
と
比
べ
る
と
、
□
で
囲
ん
だ
「
絵
」、「
前
栽
」、「
紅

葉
」、「
お
も
し
ろ
き
」
と
い
う
文
言
が
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
紫
式
部
の
父

で
あ
る
為
時
は
、
花
山
院
の
東
宮
時
代
の
侍
読
で
あ
り
、
花
山
院
が
即
位
し
た

際
に
は
、
長
能
と
同
時
に
六
位
蔵
人
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、

本
文
⑯
の
場
面
で
は
、
花
山
院
の
絵
か
ら
の
影
響
も
十
分
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
前
栽
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
飛
田
﹇
二
〇
一
一
ａ
﹈
は
、『
源
氏
物
語
』

に
お
け
る
前
栽
を
網
羅
的
に
調
べ
た
上
で
、
前
栽
が
四
季
を
通
じ
て
楽
し
め
る

植
物
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
⑭
、
⑮
（
さ
ら
に
は
後
掲
の
⑲
も
）

で
は
、
な
ぜ
か
い
ず
れ
も
秋
の
前
栽
を
と
ら
え
た
上
で
絵
に
見
立
て
ら
れ
て
い

る
。

　

一
方
、
物
語
で
は
な
く
実
際
に
制
作
さ
れ
た
屏
風
歌
の
場
合
は
ど
う
か
と
い

う
と
、
屏
風
歌
全
般
を
調
査
し
た
田
島
﹇
二
〇
〇
七
﹈
で
は
、「
前
栽
」
と
い

う
検
索
項
目
は
立
て
て
お
ら
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
「
前
栽
植
」
と
い
う
項
目
が

立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
研
究
成
果
に
拠
り
つ
つ
屏
風
絵
に
お
け
る
秋
の
前
栽

の
例
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
注
目
す
べ
き
は
、
表
３

の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
「
前
栽
植
」
の
季
節
が
全
て
秋
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
歌
人
た
ち
が

貫
之
以
外
、
花
山
院
及
び
一
条
天
皇
文
化
圏
に
近
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
四
季
の
前
栽
を
絵
に
見
立
て
る
場
合
、
前
栽
に
関
わ
る
絵
の
影
響
が
あ
っ

た
が
ゆ
え
に
、『
源
氏
物
語
』
で
は
、
本
文
⑭
⑮
⑲
の
よ
う
に
秋
に
設
定
さ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵
　
春
、「
唐
め
い
た
」
る
「
竹
編
め
る
垣
」、
そ
し
て
「
石
の
階
、
松
の
柱
」

⑰
住
ま
ひ
た
ま
へ
る
さ
ま
、
言
は
む
方
な
く
唐
め
い
た
り
。
所
の
さ
ま
絵
に

描
き
た
ら
む
や
う
な
る
に
、
竹
編
め
る
垣
し
わ
た
し
て
、
石
の
階
、
松
の

柱
、
お
ろ
そ
か
な
る
も
の
か
ら
め
づ
ら
か
に
を
か
し
。

 

（「
須
磨
」
②
二
一
三
頁
）

　

こ
れ
は
宰
相
中
将
（
か
つ
て
の
頭
中
将
）
の
目
か
ら
見
た
須
磨
の
源
氏
の
住

ま
い
で
あ
る
。
通
常
の
都
の
内
で
あ
れ
ば
、
藤
原
摂
関
家
の
後
継
者
で
あ
る
中

将
が
源
氏
の
邸
か
ら
「
絵
の
よ
う
な
と
こ
ろ
だ
」
と
い
う
感
動
を
お
ぼ
え
る
こ

と
は
な
か
な
か
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
須
磨
で
は
、「
唐
」
の
雰
囲
気
の
意

外
さ
ゆ
え
に
感
動
を
覚
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

本
文
⑰
の
「
唐
め
い
た
」
る
「
竹
編
め
る
垣
」、「
石
の
階
」、「
柱
」、
が
白

詩
「
香
爐
峰
下
新
卜w

山
居q

草
堂
初
成
偶
題w

東
壁q

」（『
白
氏
文
集
』
巻
十

六
・
九
七
五
）
の
「
石
堦
桂
柱
竹
編
墻
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭

然
で
あ
る
。

　

絵
か
ら
み
る
と
、『
源
氏
物
語
』
以
前
の
唐
絵
と
の
関
連
性
は
見
え
る
の
だ
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ろ
う
か
。
こ
の
白
詩
の
題
と
初
句
「
五
架
三
間
新
草
堂
」
に
示
さ

れ
た
通
り
、
こ
れ
は
「
草
堂
」
に
関
す
る
描
写
で
あ
る
。
実
際
、

唐
代
の
盧
鴻
（『
宣
和
画
譜
』
に
収
録
）
に
よ
っ
て
、
草
堂
が
絵

画
と
し
て
描
か
れ
て
以
来
、
山
水
画
の
一
部
分
と
し
て
描
き
続
け

ら
れ
て
い
る
。
彼
の
『
草
堂
十
志
図
』
は
歴
代
に
模
写
さ
れ
て
き

た
。
例
え
ば
、
北
京
故
宮
博
物
館
所
蔵
の
唐
代
模
写
、
台
北
故
宮

博
物
館
所
蔵
の
南
宋
模
写
、
個
人
蔵
の
清
代
模
写
な
ど
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
が
大
阪
市
立
美
術
館
（
北
宋
・
伝
李
公
麟
臨
）

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
草
堂
図
」
関
連
の
作
品
（
例

え
ば
、
明
・
文
伯
仁
『
南
溪
草
堂
図
』、
明
・
唐
寅
『
西
山
草
堂
図
』）

か
ら
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
文
⑰
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
垣
」、

「
石
の
階
」、「
柱
」
は
単
な
る
白
詩
の
引
用
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

正
に
草
堂
図
と
し
て
一
般
的
に
描
か
れ
て
い
る
要
素
で
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
東
寺
旧
蔵
の
『
山
水
屏
風
』
か
ら
、
草
堂
図
が
日
本
に

伝
来
・
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑶
　
春
、
立
石

　

⑱ 

竜
頭
鷁
首
を
、
唐
の
装
ひ
に
こ
と
ご
と
し
う
し
つ
ら
ひ
て
、

…
…
ま
こ
と
の
知
ら
ぬ
国
に
来
た
ら
む
心
地
し
て
、
あ
は
れ

に
お
も
し
ろ
く
、
見
な
ら
は
ぬ
女
房
な
ど
は
思
ふ
。
中
島
の

入
江
の
岩
蔭
に
さ
し
寄
せ
て
見
れ
ば
、
は
か
な
き
石
の
た
た

ず
ま
ひ
も
、
た
だ
絵
に
描
い
た
ら
む
や
う
な
り
。

 

（「
胡
蝶
」
③
一
六
六
頁
）

表３　屏風絵における秋の前栽

作者 詞　　書 和　　歌

貫之

八月、人々あまた人の家の花を折る、堀り
植うる所

皆人もなき宿れなれば色ごとにほかへ移ろふ
花にぞありける

秋の花ども植ゑたる所
言わひつつ植ゑたる宿の花なれば思ふがごと
の色濃かりけり

元輔

秋の夜の花堀り植ゑて長き夜の露の心を知ら
むとぞ思ふ

八月十五夜、前栽植ゑたる所
いざ今日は千種の花を添へて見む露にも月に
影宿るなり

八月十五夜、前栽植ゑたる所
今年より植ゑ始めたる我が宿の花をいづれの
秋か見ざらむ

中務 前栽植ふる家
露をだに落とさで掘りつ女郎花植ゑばいづれ
の秋か見ざらむ

能宣

同じ所に人々の家あり、前栽のもとに人々
など居て侍るに

女郎花匂ふあたりにむつるればあやなく露や
心置くらん

嵯峨野に前栽掘りに、蔵人所の人々など罷
りて侍りしに

秋ごとに大宮人の来る野辺は嵯峨野のことと
や花も見るらん

輔尹 ある所に前栽掘るに
秋さらに君まづみよと野辺に出で目にたつ花
を折りてこそくれ

赤染衛門

京極殿の御障子の絵に、前栽植ゑさせて、
男女のみたる所に殿の御前仰せられし

掘り植うる草葉の虫の音を添へて千代の秋ま
で声を聞かせん

とて、又詠めと仰せられしに
花を見し野辺に心をやりつれば宿にて千代の
秋は経ぬべし
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⑱
は
中
宮
づ
き
の
女
房
た
ち
の
視
線
か
ら
初
め
て
み
た
六
条
院
の
東
南
の
町

の
春
の
庭
の
景
色
を
説
明
し
て
い
る
。
中
宮
づ
き
の
女
房
は
内
裏
に
出
入
り
し

て
お
り
、
数
々
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
見
て
き
た
は
ず
だ
が
、
六
条
院
の
春
景

色
に
感
動
し
、「
見
知
ら
ぬ
国
」
に
来
た
よ
う
な
心
地
が
し
た
と
い
う
。
特
に
、

さ
り
げ
な
い
立
石
の
風
情
も
ま
る
で
絵
に
か
い
た
よ
う
だ
と
語
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
、「
絵
に
描
い
た
ら
む
や
う
」
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、

唐
風
の
装
飾
、
装
束
そ
の
他
と
い
う
よ
り
も
、「
石
の
た
た
ず
ま
ひ
」
で
あ
る

点
で
あ
る
。
こ
こ
の
立
石
は
、
恐
ら
く
「
太
湖
石
」
の
よ
う
な
も
の
を
指
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
飛
田
﹇
二
〇
一
一
ｂ
﹈
は
「
奈
良
・
平
安
・
鎌
倉
時
代

の
絵
画
に
も
、
太
湖
石
ら
し
い
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
管
見
の
限
り
、
大
和
絵
に
関
連
す
る
資
料
に

お
い
て
も
、「
太
湖
石
」
は
お
ろ
か
、「
立
石
」
さ
え
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

一
方
、
正
倉
院
所
蔵
の
紅
牙
撥
鏤
尺
第
四
号
の
裏
に
は
、
六
条
院
の
よ
う
な
豪

華
な
庭
で
は
な
い
も
の
の
、
庭
に
立
て
ら
れ
た
立
石
（
太
湖
石
）
が
描
か
れ
て

い
る
。
ま
た
、
中
国
に
目
を
向
け
る
と
、
九
世
紀
後
半
の
唐
・
孫
位
の
「
七
賢

図
」（
上
海
博
物
館
蔵
）
に
も
、
竹
林
七
賢
が
太
湖
石
の
前
で
談
笑
し
て
い
る

姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
宣
和
画
譜
』
巻
十
「
山
水
叙
論
」
に
お
い
て
、

「
松
峰
泉
石
図
」（
項
容
作
）、「
松
石
図
」（
畢
宏
作
）
な
ど
「
石
」
に
関
連
す

る
絵
画
が
い
く
つ
か
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
石
」
を
絵

画
の
題
材
に
す
る
の
は
中
国
の
伝
統
的
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

紫
式
部
は
、
こ
の
よ
う
な
中
国
か
ら
伝
来
し
た
絵
画
あ
る
い
は
絵
画
資
料
を
参

照
に
し
て
、「
立
石
」
に
注
目
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
「
立
石
」
が
庭
園
づ
く
り
に
お
い
て
果
た
す
役
割
に
も
関
連
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
作
庭
記
』
で
は
、
石
を
立
て
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
選
び
方
、
組
み
合

わ
せ
方
、
配
置
の
仕
方
、
な
ど
が
細
々
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
重
要
さ
を

示
す
一
方
、
冒
頭
で
は
「
家
主
の
意
趣
を
心
に
か
け
て
、
…
…
し
て
た
つ
べ
き

也
」
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。
史
実
の
例
で
は
、
倉
田
﹇
二
〇
一
八
﹈
に
よ
る
と
、

高
陽
院
の
立
石
は
頼
通
の
プ
ラ
ン
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
即
ち
、
立

石
は
作
庭
の
根
幹
で
あ
り
、
家
主
の
意
趣
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
本
文
⑱
で
は
、
何
よ
り
も
「
石
の
た
た
ず
ま
ひ
」
が
褒
め
ら
れ
て
お

り
、
絵
に
例
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、「
立
石
」
を
褒
め
る

こ
と
は
、
六
条
院
の
「
東
南
の
町
」
を
造
営
さ
せ
た
光
源
氏
の
意
趣
を
称
賛
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
⑭
⑮
⑰
⑱
の
四
例
か
ら
、「
絵
に
描
き
た
る
や
う
」
な
庭
園
は
あ
る

登
場
人
物
が
初
め
て
と
ら
え
た
庭
園
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
や
ま
と
絵
、
も
し
く
は
唐
絵
か
ら
の
影
響
が
見
て
取
れ
る
。
な
お
、

佐
藤
ほ
か
﹇
一
九
九
一
﹈
は
、「
若
い
頃
の
光
源
氏
の
頻
繁
な
忍
び
歩
き
」
の

影
響
で
、「
夜
の
庭
園
の
記
述
の
件
数
が
圧
倒
的
に
多
」
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
、「
絵
に
描
き
た
る
や
う
」
な
庭
園
は
、
⑭
の
右
近
が
夕
暮
時
、
⑮
の
紫

の
君
が
昼
間
、
⑱
の
中
宮
付
き
の
女
房
も
昼
間
（
な
お
⑰
の
宰
相
中
将
は
不
詳
）

に
見
た
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
恋
の
場
所
と
し
て
用
い
ら
れ
る
庭
園
で
は
な

い
。
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２
　
秋
の
「
遣
り
水
に
す
め
る
月
の
影
」
が
あ
る
庭
園
（
続
編
、
一
例
）

　

次
に
、
続
編
中
の
「
総
角
」
の
巻
に
み
え
る
特
徴
的
な
例
を
み
て
ゆ
く
。

⑲
紛
る
る
こ
と
な
く
あ
ら
ま
ほ
し
き
御
住
ま
ひ
に
、
御
前
の
前
栽
ほ
か
の
に

は
似
ず
、
同
じ
き
花
の
姿
も
、
木
草
の
な
び
き
ざ
ま
も
こ
と
に
見
な
さ
れ

て
、
遣
水
に
す
め
る
月
の
影
さ
へ
絵
に
描
き
た
る
や
う
な
る
に
、
思
ひ
つ

る
も
し
る
く
起
き
お
は
し
ま
し
け
り
。 

（「
総
角
」
⑤
二
五
九
頁
）

　

こ
の
本
文
⑲
で
は
、
秋
の
八
月
に
薫
か
ら
見
た
、
匂
宮
の
住
ま
い
の
様
子
が

語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
よ
そ
と
違
っ
て
、
絵
に
描
い
た
よ
う
な
印
象
を
受

け
た
と
い
う
。
し
か
し
、
薫
と
匂
宮
の
関
係
を
考
え
れ
ば
、
薫
は
よ
く
匂
宮
の

曹
司
を
訪
ね
て
い
た
は
ず
で
あ
る
）
5
（

。
た
と
え
ば
、「
橋
姫
」
の
巻
で
、
薫
が
宇

治
の
八
の
宮
の
家
を
訪
ね
た
折
、
八
の
宮
か
ら
自
分
の
死
後
の
姫
君
た
ち
に
関

す
る
後
事
を
委
託
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
帰
京
し
た
薫
の

こ
と
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

⑳
三
の
宮
の
、
か
や
う
に
奥
ま
り
た
ら
む
あ
た
り
の
見
ま
さ
り
せ
ん
こ
そ
を

か
し
か
る
べ
け
れ
と
、
あ
ら
ま
し
ご
と
に
だ
に
の
た
ま
ふ
も
の
を
、
聞
こ

え
は
げ
ま
し
て
、
御
心
騒
が
し
た
て
ま
つ
ら
ん
と
思
し
て
、
の
ど
や
か
な

る
夕
暮
に
参
り
た
ま
へ
り
。 

（「
橋
姫
」
⑤
一
五
三
頁
）

匂
宮
に
八
の
宮
の
姫
君
が
素
晴
ら
し
い
と
伝
え
、
そ
の
好
色
心
を
煽
り
立
て
よ

う
と
思
っ
て
、
傍
線
部
の
よ
う
に
薫
は
静
か
な
夕
暮
れ
に
匂
宮
の
も
と
に
行
っ

た
。
そ
こ
で
、
二
人
は
い
ろ
い
ろ
と
話
を
交
わ
し
た
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
は
庭

園
の
景
に
対
し
て
、
特
に
言
及
が
な
い
。
な
ぜ
以
前
に
は
⑲
の
よ
う
な
感
動
が

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
薫
が
魅
了
さ
れ
た
「
絵
に
描
き
た
る
」
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
点
と
は
何
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、「
絵
」
に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
の
は
庭
園
に
あ
る
「
遣
水
」
と
「
秋

の
月
」
で
あ
る
。「
絵
」
に
描
か
れ
る
水
と
そ
こ
に
映
る
月
光
と
い
う
絵
画
の

観
点
か
ら
、
家
永
﹇
一
九
九
八
﹈
と
田
島
﹇
二
〇
〇
七
﹈
の
示
し
て
い
る
用
例

を
調
べ
る
と
、「
泉
」「
釣
り
殿
」「
池
の
ほ
と
り
」
な
ど
の
水
域
も
見
出
さ
れ
る
。

例
え
ば
、「
石
清
水
深
き
心
は
ま
さ
ら
じ
を
羨
ま
し
く
も
映
る
月
影
」（『
元
輔

集
』
前
一
五
三
）
な
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
や
ま
と
絵
に
お
い
て
、「
水
」
と
「
月

影
」
の
組
み
合
わ
せ
は
一
般
的
な
描
写
で
あ
り
、
特
に
新
鮮
味
が
な
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。

　

続
い
て
、『
源
氏
物
語
』
に
目
を
転
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
を
調
べ
て
み

る
と
、「
遣
水
」
が
十
七
例
あ
り
、「
月
（
の
）
影
」
が
二
十
四
例
確
認
で
き
る
。

そ
の
う
ち
、「
遣
水
」
と
「
月
」
の
組
み
合
わ
せ
は
僅
か
三
例
で
あ
る
。

　

一
例
目
は
、
七
月
の
月
の
夜
に
、
明
石
の
入
道
が
、
光
源
氏
の
帰
京
の
こ
と

を
知
っ
た
後
で
、
悲
嘆
の
あ
げ
く
、
遣
水
に
落
ち
た
滑
稽
な
場
面
で
あ
る
。

㉑
弟
子
ど
も
に
あ
は
め
ら
れ
て
、
月
夜
に
出
で
て
行
道
す
る
も
の
は
、
遣
水

に
倒
れ
入
り
に
け
り
。 

（「
明
石
」
②
二
七
一
頁
）

　

二
例
目
は
、
夕
霧
か
ら
見
た
、
落
葉
宮
の
本
邸
の
様
子
で
あ
る
。

㉒
い
と
ど
う
ち
あ
ば
れ
て
、
未
申
の
方
の
崩
れ
た
る
を
見
入
る
れ
ば
、
は
る

ば
る
と
お
ろ
し
こ
め
て
、
人
影
も
見
え
ず
、
月
の
み
遣
水
の
面
を
あ
ら
は

に
す
み
ま
し
た
る
に
、
大
納
言
こ
こ
に
て
遊
び
な
ど
し
た
ま
う
し
を
り
を

り
を
、
思
ひ
出
で
た
ま
ふ
。 

（「
夕
霧
」
④
四
五
二
頁
）

築
地
の
崩
れ
か
ら
邸
内
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
人
影
も
み
え
ず
、
三
月
の
月
影
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ば
か
り
が
遣
水
の
面
を
み
せ
る
。
荒
涼
と
し
た
場
所
の
「
遣
水
」
と
「
月
」
は

風
情
が
あ
る
が
、「
悲
し
い
」
感
情
を
喚
起
さ
せ
る
。

　

そ
し
て
三
例
目
が
当
該
場
面
（
⑲
）
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
薫
が
匂
宮
に
中
の

君
と
の
結
婚
を
提
案
し
よ
う
と
す
る
場
面
で
あ
る
。
薫
が
そ
の
よ
う
に
決
心
を

し
た
あ
と
な
の
で
、
慣
れ
親
し
ん
だ
風
景
も
異
な
る
よ
う
に
見
え
、
新
鮮
味
を

感
じ
た
と
い
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
よ
う
。
即
ち
、
薫
の
心
情
の
変
化
と
そ
の
結

果
と
し
て
の
風
景
の
新
鮮
さ
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
用
例
は
、
先
述
の
正

編
に
お
け
る
人
物
の
視
線
に
よ
り
初
め
て
捉
え
ら
れ
た
庭
園
と
は
異
な
り
、
見

慣
れ
た
風
景
で
あ
っ
て
も
心
情
に
よ
っ
て
感
想
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
作
者
は
庭
園
を
絵
に
見
立
て
る
と
い
う
メ

タ
フ
ァ
ー
を
通
し
て
、
作
中
人
物
の
心
情
を
よ
り
鮮
明
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

読
み
手
に
単
な
る
文
字
や
言
葉
で
は
伝
え
き
れ
な
い
感
情
の
深
さ
や
場
面
の
特

別
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
だ
ろ
う
。

３
　
他
と
表
現
が
異
な
る
絵
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
庭
園
（
一
例
）

　

以
上
の
五
例
は
、「
絵
に
描
き
た
る
や
う
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
絵
に
見

立
て
ら
れ
る
庭
園
で
あ
る
。
最
後
の
一
例
は
、
絵
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
が
、
定

型
の
表
現
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

㉓
所
の
さ
ま
を
ば
さ
ら
に
も
い
は
ず
、
作
り
な
し
た
る
心
ば
へ
、
木
立
、
立

石
、
前
栽
な
ど
の
あ
り
さ
ま
、
え
も
い
は
ぬ
入
江
の
水
な
ど
、
絵
に
描
か

ば
、
心
の
い
た
り
少
な
か
ら
ん
絵
師
は
描
き
及
ぶ
ま
じ
と
見
ゆ
。
月
ご
ろ

の
御
住
ま
ひ
よ
り
は
、
こ
よ
な
く
明
ら
か
に
な
つ
か
し
。
御
し
つ
ら
ひ
な

ど
え
な
ら
ず
し
て
、
住
ま
ひ
け
る
さ
ま
な
ど
、
げ
に
都
の
や
む
ご
と
な
き

所
ど
こ
ろ
に
異
な
ら
ず
、
艶
に
ま
ば
ゆ
き
さ
ま
は
ま
さ
り
ざ
ま
に
ぞ
み
ゆ

る
。 

（「
明
石
」
②
二
三
四
頁
〜
二
三
五
頁
）

　

こ
れ
は
春
、
光
源
氏
が
初
め
て
見
た
明
石
入
道
の
豪
華
な
屋
敷
で
も
あ
り
、

そ
の
後
に
自
ら
が
住
ま
う
場
所
で
も
あ
る
。
光
源
氏
は
、
建
築
の
造
作
に
見
え

る
風
情
、
即
ち
「
木
立
、
立
石
、
前
栽
、
入
江
の
水
」
な
ど
）
6
（

に
つ
い
て
、
上
手

な
絵
師
で
な
け
れ
ば
、
描
け
な
い
だ
ろ
う
と
見
て
い
る
。
ま
た
京
の
都
の
高
貴

な
邸
と
は
変
わ
る
と
こ
ろ
な
く
、
む
し
ろ
立
ち
勝
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い

る
。

　

こ
こ
で
は
、
先
述
の
五
例
と
は
表
現
が
異
な
る
。「
絵
に
描
か
ば
」
は
絵
に

描
く
こ
と
を
想
像
す
る
も
の
の
、
完
成
し
た
絵
は
未
だ
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、

他
の
用
例
で
は
、「
絵
に
描
き
た
る
や
う
」
と
い
う
よ
う
に
、
完
成
し
た
絵
が

あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
使
い
分
け

が
な
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
同
じ
よ
う
に
初
め
て
（
本
文
⑲
の
薫
以
外
）
見
た
庭
園
で
あ
っ
て

も
、
光
源
氏
が
明
石
入
道
の
屋
敷
か
ら
受
け
た
印
象
の
要
点
が
異
な
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
各
本
文
の
波
線
に
示
し
た
よ
う
に
、
右
近
が
「
心
よ
り
ほ
か
に
を
か

し
き
ま
じ
ら
ひ
か
な
」（
本
文
⑭
）、
紫
の
君
が
「
見
も
知
ら
ぬ
」（
本
文
⑮
）、

宰
相
中
将
が
「
言
は
む
方
な
く
」（
本
文
⑰
）、
秋
好
中
宮
付
き
の
女
房
が
「
ま

こ
と
の
知
ら
ぬ
国
に
来
た
ら
む
心
地
」（
本
文
⑱
）、
薫
が
「
あ
ら
ま
ほ
し
き
御

住
ま
ひ
」（
本
文
⑲
）
と
い
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、

今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
圧
倒
さ
れ
る
感
じ
が
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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一
方
の
㉓
で
は
、
光
源
氏
が
「
な
つ
か
し
」
と
感
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
光
源

氏
に
と
っ
て
は
理
解
で
き
る
風
景
で
も
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
光
源
氏
は

絵
師
の
技
量
を
気
に
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う

　
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
絵
師
」
は
五
例
数
え
ら
れ
る
。
先
の
㉓
以
外
で
は
、

❶
「
い
み
じ
き
絵
師
と
い
へ
ど
も
、
筆
限
り
あ
り
け
れ
ば
」
と
い
う
こ
と
で
、

「
絵
に
描
け
る
楊
貴
妃
の
容
貌
は
」「
い
と
に
ほ
ひ
す
く
な
し
」（「
桐
壺
」
①
三

五
頁
）
と
語
ら
れ
て
い
る
、
筆
に
限
り
が
あ
る
絵
師
、
❷
王
昭
君
物
語
に
出
た

賄
賂
を
受
け
取
る
よ
う
な
「
黄
金
求
む
る
絵
師
」（「
宿
木
」
⑤
四
四
九
頁
）、

さ
ら
に
、
❸
「
そ
の
工
匠
も
絵
師
も
、
い
か
で
か
心
に
は
か
な
ふ
べ
き
わ
ざ
な

ら
ん
」（「
宿
木
」
⑤
四
四
九
頁
）
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
薫
の
要
求
を
満
た

せ
そ
う
も
な
い
絵
師
、
そ
し
て
最
後
は
、
❹
薫
と
匂
宮
の
浮
舟
を
め
ぐ
る
争
い

に
巻
き
込
ま
れ
た
「
御
随
身
ど
も
の
中
に
あ
る
、
睦
ま
し
き
殿
人
な
ど
を
選
り

て
、
さ
す
が
に
わ
ざ
と
な
む
せ
さ
せ
た
ま
ふ
」「
絵
師
ど
も
」（「
浮
舟
」
⑥
一

六
二
頁
）、
こ
れ
ら
の
四
例
が
語
ら
れ
て
い
る
。
❺
本
文
㉓
は
「
心
の
い
た
り

少
な
」
い
絵
師
へ
の
心
配
を
表
し
て
い
る
。
以
上
の
五
例
か
ら
、『
源
氏
物
語
』

に
お
け
る
「
絵
師
」
は
腕
前
や
人
柄
に
お
い
て
も
限
り
が
あ
る
と
懸
念
さ
れ
る

存
在
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
専
門
職
の
絵
師
と
比
較
す
れ
ば
、
須

磨
の
絵
日
記
を
描
い
た
ア
マ
チ
ュ
ア
の
絵
師
と
も
い
い
う
る
光
源
氏
は
、
腕
前

に
し
て
も
、
人
柄
に
し
て
も
、
か
え
っ
て
先
述
の
よ
う
な
懸
念
が
一
切
な
い
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

結
　
び

　

以
上
の
よ
う
に
、「
絵
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
表
現
に
注
目
し
て
、
庭
園
、

絵
画
、
文
学
が
複
雑
に
交
わ
り
合
い
、『
源
氏
物
語
』
が
ど
の
よ
う
に
し
て
多

様
な
表
現
を
生
み
出
し
て
い
る
か
を
検
討
し
て
き
た
。
ま
ず
、
中
国
文
学
（
特

に
唐
詩
）
及
び
日
本
平
安
仮
名
文
学
に
お
け
る
用
例
と
比
較
し
な
が
ら
、『
源

氏
物
語
』
に
お
け
る
絵
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
庭
園
の
特
異
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

即
ち
、「
庭
園
」
を
「
絵
」
に
見
立
て
る
こ
と
は
、『
源
氏
物
語
』
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
。
ま
た
、「
絵
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
表
現
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
文

学
か
ら
『
源
氏
物
語
』
へ
と
影
響
し
た
可
能
性
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
「
絵
」
に
見
立
て
ら
れ
る
庭
園
そ
の
も
の

に
焦
点
を
当
て
て
み
た
。『
源
氏
物
語
』
の
中
で
庭
園
に
言
及
す
る
箇
所
は
七

十
以
上
あ
る
が
、
絵
に
見
立
て
ら
れ
る
庭
園
は
主
に
あ
る
登
場
人
物
が
初
め
て

捉
え
た
庭
園
で
あ
り
、
光
源
氏
に
ゆ
か
り
の
あ
る
場
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
特
に

春
（
⑰
⑱
㉑
）
と
秋
（
⑭
⑮
⑲
）
の
季
節
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
見

慣
れ
た
風
景
で
あ
っ
て
も
、
絵
に
見
立
て
ら
れ
る
こ
と
を
通
し
て
、
登
場
人
物

（
⑲
）
の
心
情
の
変
化
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
絵
画
資
料
と
の
照
ら
し
合
わ
せ

か
ら
、
花
山
院
の
絵
、
屏
風
絵
、
さ
ら
に
中
国
の
草
堂
図
か
ら
の
影
響
の
可
能

性
が
み
ら
れ
る
。
一
方
、
庭
園
に
配
置
さ
れ
た
立
石
は
主
人
で
あ
る
光
源
氏
の

造
園
に
関
す
る
意
趣
を
反
映
し
た
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

日
本
に
お
け
る
文
学
と
絵
画
の
関
係
と
い
え
ば
、
ま
ず
文
学
作
品
に
基
づ
い



『源氏物語』において「絵」と関連づけられる庭園

（155）936

た
絵
画
、
つ
ま
り
、
文
学
か
ら
絵
画
へ
の
影
響
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
枚

挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
の
源
氏
絵
は
、
貴
族
社
会
の
繊
細
な
美
意
識
や
情
感
を
視

覚
的
に
伝
え
、
読
者
に
物
語
の
深
層
を
味
わ
わ
せ
る
。
そ
の
一
方
で
、
絵
画
か

ら
文
学
へ
の
影
響
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
に
は
難
し
い
面
が
あ
る
。
特
に
、
平

安
時
代
ま
で
の
現
存
す
る
や
ま
と
絵
が
非
常
に
少
な
い
。
本
稿
で
は
、
現
存
す

る
中
国
絵
画
及
び
日
本
の
文
献
資
料
の
検
討
を
通
じ
て
、
絵
画
か
ら
『
源
氏
物

語
』
へ
の
影
響
を
確
認
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
、「
庭
園
」
を
め
ぐ

る
絵
画
と
文
学
と
の
相
互
的
な
影
響
関
係
も
見
え
て
き
た
。
今
後
も
、
絵
画
資

料
そ
の
も
の
と
文
学
表
現
と
の
関
係
に
つ
い
て
探
究
を
試
み
た
い
。

※
中
国
漢
文
・
漢
詩
の
引
用
本
文
は
基
本
的
に
中
華
書
局
版
に
よ
る
。
た
だ
し
、『
白
氏
文

集
』
の
引
用
は
『
新
釈
漢
文
大
系
』（
明
治
書
院
）
に
よ
り
、
花
房
英
樹
に
よ
る
作
品
番

号
を
付
し
た
。『
源
氏
物
語
』
の
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ
り
、
巻
名
・

巻
数
・
頁
数
を
示
し
た
。
ま
た
『
源
氏
物
語
』
内
の
用
例
の
検
索
は
『
源
氏
物
語
大
成
索

引
篇
』
の
関
連
の
項
目
に
よ
る
。『
長
能
集
』『
元
輔
集
』
の
引
用
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』

（
日
本
文
学W

eb

図
書
館
所
収
）
に
よ
り
、
適
宜
表
記
な
ど
を
改
め
た
。

注

（
1
） 　

本
稿
に
お
い
て
確
認
し
た
「
絵
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
表
現
は
計
八
三
例
あ
り
、
以

下
の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
イ
「
絵
に
描
き
た
る
や
う
」
な
ど
の
表
現
が
五
三
例
、

ロ
「
絵
に
描
か
ま
ほ
し
」
な
ど
の
表
現
が
一
九
例
、
ハ
「
絵
に
描
く
と
も
筆
も
及
ぶ
ま

じ
」、「
絵
に
描
く
と
も
常
な
り
や
」、「
絵
に
も
描
き
と
ど
め
が
た
か
ら
ん
こ
そ
口
惜
し

け
れ
」
な
ど
の
表
現
が
九
例
で
あ
る
。
表
１

は
拙
稿
（
楊
﹇
二
〇
二
二
﹈）
に
よ
っ
た
。

た
だ
し
、
そ
の
拙
稿
に
も
述
べ
た
通
り
、
紙
幅
の
都
合
で
「
絵
に
描
き
た
る
や
う
」
と

「
絵
に
描
か
ま
ほ
し
」
な
ど
の
表
現
を
検
討
の
対
象
と
し
た
が
、「
絵
に
描
く
と
も
筆
も

及
ぶ
ま
じ
」
と
い
っ
た
九
例
に
つ
い
て
は
、
取
り
あ
げ
な
か
っ
た
。
一
方
、
本
稿
で
は
、

表
１

を
作
成
す
る
際
に
、「
絵
に
描
く
と
も
筆
も
及
ぶ
ま
じ
」
と
い
っ
た
九
例
も
数
に

加
え
て
い
る
た
め
、
先
述
の
拙
稿
と
は
若
干
数
値
が
異
な
る
。

　

な
お
、
こ
の
九
例
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
散
文
学
の
『
源
氏
物
語
』
で
は

二
例
で
庭
園
一
例
、
人
物
一
例
、『
栄
花
物
語
』
で
は
人
物
一
例
、『
更
級
日
記
』
で
は

自
然
一
例
、『
夜
の
寝
覚
』
で
は
人
物
一
例
、『
狭
衣
日
記
』
で
は
人
物
一
例
、『
と
り

か
へ
ば
や
』
で
は
人
物
二
例
、
そ
の
他
、
韻
文
学
の
『
久
安
百
首
』
自
然
一
例
が
確
認

さ
れ
た
。

　

加
え
て
、
表
１

の
「
人
物
な
ど
」
の
「
な
ど
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
例
え
ば
、『
栄

花
物
語
』
で
、
三
条
院
崩
御
後
、
人
々
が
着
用
し
て
い
る
喪
服
に
つ
い
て
、「
御
衣
の

色
も
、
冬
に
な
る
ま
ま
に
い
と
ど
さ
し
重
な
り
、
色
濃
き
さ
ま
に
さ
ま
ざ
ま
お
は
し
ま

す
を
、
こ
の
御
さ
ま
を
絵
に
か
か
ば
や
と
、
あ
は
れ
に
見
え
さ
せ
た
ま
ふ
」（「
ゆ
ふ
し

で
」
②
一
一
三
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
冬
に
な
る
に
つ
れ
て
、
喪
服
が
重
ね
ら
れ
、

色
が
濃
く
見
え
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
絵
に
描
き
た
い
の
は
、
人
物
よ
り

も
喪
服
の
あ
り
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
喪
服
は
人
物
が
着
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

「
人
物
な
ど
」
と
し
て
表
示
し
た
。

（
2
） 　

和
文
学
に
お
い
て
、
平
安
以
前
で
は
一
例
し
か
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
『
万

葉
集
』
の
「
我
が
妻
も　

絵
に
描
き
取
ら
む　

暇
も
が　

旅
行
く　

我
は
見
つ
つ
偲
は

む
」（
巻
第
二
十
・
四
三
二
七
）
で
あ
る
。

（
3
） 　

中
国
古
典
の
検
索
に
つ
い
て
は
、
漢
文
の
検
索
は
【
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
】

https://ctext.org/zh

に
よ
る
と
と
も
に
、
特
に
唐
詩
の
検
索
に
あ
た
っ
て
は
【
全

唐
詩
検
索
系
統
】http://cls.lib.ntu.edu.tw

/tang/tangats/T
ang_A

T
S2012/Sr 

chM
ain.aspx

に
よ
り
、
さ
ら
に
【
捜
韻
】https://w

w
w
.sou-yun.cn

を
も
参
考
に

し
た
。
検
索
に
あ
た
り
、
曖
昧
な
用
例
に
つ
い
て
は
、
筆
者
独
自
の
判
断
で
抽
出
し
て

い
る
た
め
、
数
値
は
厳
密
な
も
の
と
は
言
い
が
た
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
全
体
の
お
よ

そ
の
傾
向
は
こ
れ
ら
の
数
値
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

（
4
） 　

な
お
、
北
宋
の
一
〇
五
〇
年
前
後
、
漸
く
以
下
の
よ
う
な
庭
園
を
絵
に
例
え
る
用
例

が
現
れ
た
。
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茅
檐
亦
自
好
。
吾
廬
四
如p

畫
。

 

（『
元
豐
類
稿
』
卷
三
・
曾
鞏
・
青
青
間w

青
青q

）

（
5
） 　
「
総
角
」
巻
の
当
該
箇
所
に
お
け
る
匂
宮
の
住
ま
い
に
つ
い
て
は
、
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
の
頭
注
に
「
匂
宮
は
二
条
院
に
住
み
、
六
条
院
と
は
や
や
遠
く
、
不
審
。
匂

宮
の
曹
司
が
六
条
院
に
あ
る
と
の
説
も
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
二
条
院
か

六
条
院
か
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
薫
が
六
条
院
に
居
て
、
し
か
も
「
近
く

て
は
常
に
参
り
た
ま
ふ
」（「
総
角
」
⑤
二
五
九
頁
）
と
あ
る
の
で
、
六
条
院
内
の
匂
宮

の
曹
司
の
可
能
性
も
あ
り
う
る
。
と
は
い
え
、「
総
角
」
の
例
（
⑲
）
は
匂
宮
の
住
ま

い
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
、
実
際
は
二
条
院
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
6
） 　

ま
た
、管
見
で
は
、「
入
江
の
水
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
絵
へ
の
言
及
は
『
源
氏
物
語
』

に
し
か
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
入
江
」
は
全
部
で
四
例

で
あ
る
。
庭
園
に
あ
る
「
入
江
」
は
春
の
六
条
院
（
本
文
⑱
）
と
春
の
光
源
氏
の
明
石

の
邸
（
本
文
㉓
）
だ
け
に
描
写
さ
れ
て
お
り
（
残
り
の
二
例
は
明
石
に
あ
る
海
辺
の
入

江
）、
し
か
も
、「
立
石
」
と
と
も
に
、
絵
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
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